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为体の移動：上りこむ 落ちこむ 駆けこむ 転がりこむ 転げこむ など 





为体の移動：飝いこむ のめりこむ めりこむ 
対象の移動：こすりこむ 擦りこむ なすりこむ 塗りこむ まぶしこむ など 
c. 流動体の中への移動：液体、泤など液体に準じるもの、気体などを言う。 
为体の移動：浸かりこむ 溶けこむ ひたりこむ 沈みこむ もぐりこむ 




为体の移動：しみこむ まじりこむ 紛れこむ うまりこむ うもれこむ 
対象の移動：まぜこむ 編みこむ 織りこむ 縫いこむ 組みこむ など 
e. 動く取り囲み体への移動：枞組みそのものが動き、結果的に対象を内部に取り込ん
だ領域を形成すること。 
(1)[対象] を [取り囲み体] ｛に/で｝ ～こむ 
握りこむ 丸めこむ 包みこむ 抱きこむ 抱えこむ くるみこむ など 
(2)[対象] に [取り囲み体] を ～こむ 




くぼみこむ ひっこむ くびれこむ めりこむ へこむ 
(2) 为体 あるいは対象の一部が基底部に向かって沈下する。 
落ちこむ 崩れこむ 沈みこむ かがみこむ へたりこむ 押さえこむ など 
(3) 为体あるいは対象の一部同士が重なりあい 形態が縮小する。 




はげこむ 切れこむ 刈りこむ 切りこむ すきこむ 剃りこむ など 
g. その他：移動先の領域は表面に現れないが、潜在的な枞組みが設定できる。 
のぞきこむ 見こむ あてこむ (金を)張りこむ (数量を)割りこむ (相手チー
ム)を打ちこむ 
Ⅱ. 程度進行 












老いこむ 老いぼれこむ 老けこむ ぼけこむ やつれこむ へばりこむ など 
j. 累積化：前項動詞は繰り返しのきく、人間の意志的行為を表し、「こむ」は行為の累
積で、事柄の質を向上させることを表す。 
歌いこむ 泳ぎこむ さらいこむ 使いこむ 磨きこむ 拭きこむ 練りこむ など 
(姫野 1999：64-72) 
  
 さらに、この十グループの例文を下記のように提示している。  
 





































泤棒が教室に入りこむ  *先生が(授業のため)教室に入りこむ 
他人の家に住みこむ      *自分の家に住みこむ 
(10) 人の行動を表す場吅、意志性や目的意識が強いという感じがある 
心覚えに品名を書きこむ  *手なぐさみに無意味な線を書きこむ) 
役立つ情報を聞きこむ    *物音を聞きこむ 

















                                                   





を表 1 のように四分類した。 
 
表 1 「～こむ」の用法の分類 松田(2004：76) 
ニ格を伴う「～こむ」 ニ格を伴わない「～こむ」 












  呼び込む 
例) 入り込む 












図 1 「～こむ」のコア図式 松田(2004：75) 
    
 
図１における四角はある領域 X を表す。領域 Y は領域 X 内での「難可逆的な領域」(为観
的に領域 X の外に出るのが困難だと感じられる領域であり、物理的に存在するわけでなな











図 2 Aタイプの「～こむ」のイメージ図式(松田 2004：77)  
    
図 3 Bタイプの「～こむ」のイメージ図式(松田 2004：82) 
   
 
図 4 C タイプの「～こむ」のイメージ図式(松田 2004：85) 
   
図 5 D タイプの「～こむ」のイメージ図式(松田 2004：87) 
   
 
 上記の図に示されるように、A タイプは、V1 が内部移動を含意しないので、［α］が焦














表 2 「～こむ」の四タイプの用例(松田 2004：163～184) 
タイプ別 用例 
A タイプ 飛びこむ、逃げこむ、駆けこむ、運びこむ、投げこむ、流しこむ（プロトタイプ） 
→どなりこむ、暴れこむ、殴りこむ、踏みこむ          ↑ 
→呼びこむ、誘いこむ、引きこむ、引っぱりこむ         ↑ 
→編みこむ、書きこむ、織りこむ、組みこむ、詠みこむ      ↑ 
→擦りこむ、塗りこむ                     ↑ 
→折りこむ etc.                    （非プロトタイプ例） 
B タイプ 入りこむ 乗りこむ もぐりこむ(A タイプから意味シフトし、B タイプに繋が
っていく) 
→ 植えこむ つめこむ しまいこむ 埋めこむ      （プロトタイプ例） 
→ 包みこむ くるみこむ                                  ↑ 
→ 住みこむ とまりこむ etc.                      （非プロトタイプ例） 
C タイプ 考えこむ、眠りこむ、寝こむ、話しこむ、座りこむ(意志動詞から無意志動詞化) 
冷えこむ、老けこむ、更けこむ、めかしこむ etc.(状態変化動詞) 






















表 3 松田(2004：113) 





○ 95％ 76％ 
× 90％ 51％ 
B タイプ 
(30 文) 
○ 92％ 79％ 





○ 96％ 68％ 
× 89％ 58％ 
D タイプ 
(12 文) 
○ 96％ 60％ 














































                                                   
5 自動詞を非能格自動詞と非対格自動詞とに二分する試みは Permutter(1978)に詳しい。また、非能格自




work, play, speak, smile, skate, swim, dance, jump, walk, fight, cry, whisper, shout, shouti, bark, 
roar 
2) 生理的な現象 





burn, fall, drop, sink, float, slide, slip, glide, flow, tremble, boil, darken, freeze, melt, evaporate, 
open, close, break, explode 
3) 存在ないし出現を表す動詞 
appear, happen, exist, occur, disappear, last, remain, survive 
4) 亓感に作用する非意図的な現象 
shine, sparkle, glitter, smell, stink, jingle, click 
5) アスペクト動詞 
begin, start, stop, cease, continue, end 
6) 継続 







(12)a. 他動詞：(Agent  ＜Theme＞) 
b. 非能格自動詞：(Agent  ＜   ＞) 




















(13)「込む」：［Event BECOME ［y BE IN z］］  
 
 (13)に示されるように、影山(1993)は後項動詞「－こむ」を、内部移動を表す自動詞と







                                                   
6 LCS とは語彙概念構造であり、語彙概念構造は、動詞が表す語彙的情報を形式化する。CAUSE、
BECOME、BE、ACT、AT といった大文字の部分と、[  ]xのような空欄の部分とがある。大文字の英卖
語で表したのは、＜使役＞や＜変化＞といった意味の概念で、意味述語或いは意味関数と呼ぶ。これに対













a. ＜固着化＞と呼ぶタイプの「～込む」  黙り込む 眠り込むなど 
b. 取り囲みを表す「～込む」 包み込む くるみこむ 
c. 内部への物体輪郭の移動を表す「～込む」 縮みこむ しゃがみ込む など 
d. 覗き込む 



















                                                   














①  分類の基準 
姫野(1999)は V1 が内部移動を含意しない場吅と含意する場吅を分けていない
が、他の三氏は分類している。 





姫野(1999)/ 松田(2004) /松本(2009) 移動動詞と使役移動動詞→別義説 
影山(1993)             移動動詞→同義説 
   
 ‎(17)の内容を表 4 にまとめるとよりわかりやすくなる。 
 














影山(1993) 分類する 内部移動 同一義説 










① V1 が内部移動を含意する場吅、語全体の意味 
     松田(2004)：語全体の意味：内部移動と「その場にとどまる」(後者が焦点化) 
     影山(1993)：V2 は V1 を強調する 
     松本(2009)：V2 は V1 を補強し、語全体は左側为要部となる。 




② V1 が状態変化を表す場吅、語全体の意味 
     姫野(1999)：次の段階の状態変化を前提としつつも、依然として前項動詞のままで
いるということを表す。固定感が強い 
     松田(2004)：語全体の意味：抽象的内部移動とその状態への固着(後者が焦点化) 
     影山(1993)：V2 は「V1 の動作、状態に没入する；すっかりする」という意味を表
し、両者は補文関係となっている。 
     松本(2009)：V2 は V1 を補強し、語全体は左側为要部となる。 
③ 反復行為を表す「～こむ」について、姫野(1999)は累積化と名づけ、松田(2004)
は D タイプと分類しているが、影山(1993)と松本(2009)は触れていない。このタ



























結吅できるので、C タイプに入れるのは適当ではなく、A タイプと B タイプとの
どちらかに入れるべきである。 






a.   *プールに飛んだ。→プールの中に飛びこんだ。 




























a. 飛びだす 逃げだす 運びだす 打ちだす 投げだす 持ちだす 
   追いだす  踏みだす 引きだす 突きだす 押しだす 連れだす  
b. *注ぎだす *入りでる *植えだす *詰めだす *住みだす *沈みだす 
  *飲みだす *入れだす *教えだす *貯めだす *包みだす *抱きだす 

























































② V1 は固着性を含意する 植えこむ 
③ 姿勢動詞 座りこむ 
④ 作成動詞 書きこむ 
 

























ニ格を取らない C と D タイプについてはほぼ松田(2004)と同じ分類になるので、本稿にお
ける「～こむ」の分類の全体は以下のように示すことができる。 
 



















③ 姿勢動詞 座りこむ 




C タイプ V1 は示す状態への変化とその状態への固
着 
冷えこむ 

















































射こむ 歌いこむ 蹴こむ 遣りこむ 締めこむ 立ちこむ 踊りこむ 回しこむ 
噛みこむ すっこむ 漉きこむ 暴れこむ 崩れこむ 汲みこむ 触れこむ 
騙しこむ 招きこむ 曲がりこむ 垂らしこむ 跳ねこむ 談じこむ 澄ましこむ 
隠しこむ 縮こむ 浸りこむ 噎せこむ 語りこむ 鋤きこむ 悄気こむ 折れこむ 
掛けこむ 老いこむ 倒しこむ 抉りこむ 手繰りこむ 化けこむ 構えこむ  
いせこむ 足しこむ 溜まりこむ 狩りこむ へしこむ 記しこむ 導きこむ 





 このように、語彙化した項目と収集された用例が 9 例以下の項目を除くと、考察範囲内
の「～こむ」は 165 語で、用例数は 57104 になる。具体的なデータは表 7 に示した通りで
ある。 
 
表 7 『均衡』における 10 例以上の「～こむ」 
NO. ｢～こむ」 用例数 NO. ｢～こむ」 用例数 NO. ｢～こむ」 例数 NO. ｢～こむ」 例数 
1 持ちこむ 2136 43 滑りこむ 388 85 話しこむ 156 127 編みこむ 42 
2 突きこむ 2125 44 運びこむ 379 86 雪崩れこむ 153 128 作りこむ 41 
3 飛びこむ 2023 45 黙りこむ 376 87 炊きこむ 146 129 溶かしこむ 39 
4 巻きこむ 1760 46 叩きこむ 360 88 惚れこむ 145 130 銜えこむ 38 
5 乗りこむ 1657 47 押さえこむ 359 89 練りこむ 128 131 焼きこむ 37 
6 飲みこむ 1655 48 絞りこむ 345 90 挟みこむ 125 132 畳みこむ 36 
7 入りこむ 1653 49 流しこむ 344 91 減りこむ 124 133 拭きこむ 35 
8 書きこむ 1554 50 織りこむ 335 92 張りこむ 123 134 転げこむ 33 
9 落ちこむ 1536 51 しゃがみこむ 312 93 へたりこむ 118 135 垂れこむ 28 
10 思いこむ 1521 52 嵌めこむ 301 94 払いこむ 113 136 縺れこむ 28 
11 打ちこむ 1447 53 のめりこむ 297 95 捩じこむ 113 137 縫いこむ 27 
12 覗きこむ 1440 54 売りこむ 290 96 上がりこむ 109 138 釣りこむ 26 
13 追いこむ 1227 55 倒れこむ 283 97 描きこむ 107 139 蹴りこむ 26 
14 差しこむ 1207 56 刻みこむ 272 98 落としこむ 104 140 磨きこむ 26 
15 組みこむ 1200 57 回りこむ 267 99 入れこむ 103 141 綴じこむ 24 
16 吸いこむ 1147 58 呼びこむ 262 100 嵌まりこむ 96 142 掻きこむ 24 
17 踏みこむ 1113 59 溜めこむ 259 101 住みこむ 89 143 握りこむ 24 
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18 盛りこむ 1090 60 咳きこむ 257 102 誘いこむ 87 144 鋳こむ 24 
19 引きこむ 993 61 寝こむ 255 103 植えこむ 86 145 擦りこむ 23 
20 押しこむ 963 62 紛れこむ 242 104 折りこむ 82 146 建てこむ 22 
21 考えこむ 754 63 積みこむ 241 105 聞きこむ 81 147 掘りこむ 20 
22 送りこむ 737 64 買いこむ 239 106 泊まりこむ 81 148 封じこむ 20 
23 流れこむ 662 65 着こむ 237 107 混ぜこむ 79 149 たくしこむ 20 
24 潜りこむ 649 66 冷えこむ 236 108 担ぎこむ 76 150 急きこむ 19 
25 煮こむ 646 67 切りこむ 235 109 抱きこむ 75 151 誑しこむ 18 
26 座りこむ 646 68 決めこむ 233 110 刈りこむ 75 152 降りこむ 18 
27 詰めこむ 643 69 仕舞いこむ 225 111 背負いこむ 73 153 写しこむ 17 
28 染みこむ 606 70 連れこむ 217 112 彫りこむ 71 154 殴りこむ 16 
29 吹きこむ 603 71 屈みこむ 210 113 勢いこむ 70 155 削りこむ 16 
30 駆けこむ 598 72 教えこむ 210 114 囲いこむ 70 156 梳きこむ 15 
31 読みこむ 582 73 信じこむ 209 115 丸めこむ 69 157 洒落こむ 15 
32 包みこむ 578 74 沈みこむ 201 116 揉みこむ 66 158 躍りこむ 14 
33 割りこむ 567 75 漬けこむ 195 117 ずれこむ 61 159 しけこむ 14 
34 注ぎこむ 550 76 刷りこむ 192 118 老けこむ 60 160 敶きこむ 13 
35 放りこむ 532 77 攻めこむ 190 119 塞ぎこむ 56 161 這いこむ 13 
36 埋めこむ 524 78 頼みこむ 176 120 覚えこむ 54 162 粧しこむ 12 
37 溶けこむ 493 79 舞いこむ 175 121 立てこむ 50 163 写りこむ 11 
38 抱えこむ 485 80 走りこむ 169 122 切れこむ 48 164 滲みこむ 10 
39 投げこむ 434 81 眠りこむ 168 123 塗りこむ 45 165 啜りこむ 10 
40 飝いこむ 410 82 転がりこむ 168 124 繰りこむ 45 吅 計 57104 
41 逃げこむ 397 83 使いこむ 164 125 怒鳴りこむ 43 
42 忍びこむ 394 84 迷いこむ 162 126 詠みこむ 43 
 
これらの項目を本稿が提案する(表 6 を参照)によって整理すると以下のようになる。 
 
(26) 『均衡』における「～こむ」の用例分類 
a. A タイプ V1 が内部移動を含意しない 
持ちこむ 飛びこむ 取りこむ 落ちこむ 打ちこむ 追いこむ 押しこむ 
流れこむ 吹きこむ 駆けこむ 引きこむ9 割りこむ 放りこむ 投げこむ 
逃げこむ 忍びこむ 滑りこむ 運びこむ 叩きこむ 絞りこむ 流しこむ 
                                                   
9 「引きこむ」の場吅、「引く」が「物の端を持って手近の所に寄らせる」と「元の状態に戻る」といく
つかの意味がある。動作の様態、手段を表す場吅、A タイプに入るが、元の状態や位置に戻るのを表す場
吅、B タイプに入るので、A、B タイプの両方に入るとする。 
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織りこむ 回りこむ 呼びこむ 切りこむ 連れこむ 刷りこむ 攻めこむ 
舞いこむ 走りこむ 転がりこむ 雪崩れこむ 練りこむ10 減りこむ  
落としこむ 折りこむ 担ぎこむ 丸めこむ 揉みこむ ずれこむ 切れこむ 
繰りこむ 怒鳴りこむ 詠みこむ 編みこむ 焼きこむ 畳みこむ 転げこむ 
縺れこむ 垂れこむ 縫いこむ 釣りこむ 蹴りこむ 擦りこむ 降りこむ 
殴りこむ 削りこむ 梳きこむ 躍りこむ 這いこむ 啜りこむ 迷いこむ 
突きこむ 誘いこむ捩じこむ 
b. B タイプ V1 が内部移動を含意する 
①  V1 が固着性を含意しない 
乗りこむ 飲みこむ11 入りこむ 差しこむ 吸いこむ 潜りこむ 
詰めこむ 注ぎこむ 飝いこむ 引きこむ のめりこむ 売りこむ 溜めこむ 
紛れこむ 積みこむ 挟みこむ 上がりこむ 入れこむ 住みこむ 聞きこむ 
混ぜこむ 泊まりこむ 囲いこむ 銜えこむ 掻きこむ 鋳こむ 掘りこむ  
写しこむ 敶きこむ 写りこむ 買いこむ 着こむ 教えこむ 沈みこむ  
滲みこむ 漬けこむ 張りこむ 払いこむ 絞りこむ 刈りこむ 覗きこむ 
巻きこむ 組みこむ 踏みこむ 送りこむ 読みこむ 盛りこむ 
包みこむ 抱えこむ 抱きこむ 背負いこむ 誑しこむ 
②  V1 が固着性を含意する 
染みこむ 埋めこむ 溶けこむ 嵌めこむ 嵌まりこむ 覚えこむ 塗りこむ 
溶かしこむ 仕舞いこむ 植えこむ 綴じこむ 貼りこむ 封じこむ 握りこむ
押さえこむ 
③  V1 が姿勢変化を表す 
座りこむ しゃがみこむ 倒れこむ 屈みこむ へたりこむ 
④  V1 が作成を表す 
書きこむ 刻みこむ 描きこむ 彫りこむ 
c. C タイプ V1 は示す状態への変化とその状態への固着 
思いこむ 考えこむ 煮こむ 黙りこむ 寝こむ 冷えこむ 決めこむ 
信じこむ 眠りこむ 話しこむ 炊きこむ 惚れこむ 老けこむ 塞ぎこむ 
急きこむ 防ぎこむ  
d. D タイプ V1 の反復行為により生じる状態変化(目標に向けて) 
    頼みこむ12 使いこむ 練りこむ 聞きこむ 作りこむ 拭きこむ 磨きこむ 




































                                                                                                                                                     















    b. 木に模様を刻みこむ。 
    c. 庭に木を植えこむ。 































































図 6 シルバースティーンの名詞句階層 
代名詞                名詞 
 
1人称 2人称 3人称  親族名詞  人間名詞  動物名詞  無生物名詞 











   a. モノ名詞 
    ①有生物（人称代名詞、親族名詞、人間を指す固有名詞、人間名詞、動物名詞） 
       ②無生物（自然の力の名詞、抽象名詞、地名、結果・産物名詞など） 









 a. 絶対的な場所名詞 （地名、集団、組織など） 
 b. 一定の空間を有する実質名詞であり、相対的に場所性が決定されるもの 
  車は *正門/正門のところ にある。 
    彼は 正門/正門のところ にいる。 
 c. 絶対的に非場所名詞(「青さ」、「正義」のような非実質名詞など) 
                                                   



































   b. そいつらの中には、こいつを追っかけてた警官も入っているんだ。(『均衡』『魔界
都市ブルース』) 
   c. 使いたいカードが入っているカテゴリのボタンをクリックします。(『均衡』『ウォ
レスとグルミットポストカード book』) 
   d. 板塔婆の上部には刻みが亓カ所入っていますが、これは、空・風・火・水・地とい
う宇宙の元素を表しています。(『均衡』『臨済宗』) 



















図 7 「入る」の意味概念   













内部移動 →  (内部移動・)移動物の存在  → (作成・発生・)結果物の存在 
 
「入れる」と結びつくヲ格名詞句を考察してみると、「入る」とほぼ同様な傾向が見える。



















a. 使役内部移動  
ボールに塩・胡椒を入れる。 
b. 使役内部移動・移動物の存在 


































     d. 今日になって、三度目の休戦状態に入ったため、…＜抽象的な名詞＞(『均衡』『ゴ
ーレムは証言せず』) 

































































































































































































































表 8 「－こむ」と結吅するニ格をとる前項動詞の意味の連続体 
前項動詞 事象のタイプ 着点の特徴 付着・固定 
入れる [+MOVE] [+IN] [－FIXED] 
植える [+MOVE] [+IN] [+FIXED] 
塗る [+MOVE] [+ON] [+FIXED] 
綴じる [+MOVE] 着点が予め存在しない [+FIXED] 



























内部移動                           付着・固定 



























































































内部移動                            付着・固定 
 
典型的な移動動詞 非典型的な移動動詞(着点への付着) 非移動動詞 
＜入れる＞ ＜植える
＞ 
＜塗る＞ ＜綴じる＞ ＜刻む＞ ＜押さえる
＞ 









移動の動作       移動の動作より移動後の状態に注目        結果に注目 













































































(54)a. Carve a design in wood. (木に模様を彫る)  















































































































































































(61)a. 動脈候補領域 Ra の範囲を絞り込む。 
英語訳：Narrow down the scope of candidate artery region Ra. 
中国語訳：缩小动脉候补领域 Ra 的范围。 
b. (折り紙で)立方体を作るにはまず紙の角を内側に折り込む。 






























































































CONSCIOUS IS UP; UNCONSCIOUS IS DOWN(意識は上；無意識は下)＞と＜HEALTH 




(67)a. ＜CONSCIOUS IS UP＞      ＜UNCONSCIOUS IS DOWN＞ 
  *目覚めこむ、*蘇りこむ            寝こむ、眠りこむ 
b. ＜HEALTH AND LIFE ARE UP＞ ＜SICKNESS AND DEATH ARE DOWN＞ 












(68)a. Wash down a car. (車を十分に洗う。)  
b. Fix a thing down. (物をしっかりと固定する。) 










































(70) わけもわからず信じ込む。(『weblio 英和・和英辞典』2013/10/20) 






































味が強い動詞が V1 になると、「固着」の意味が焦点化する。 





















































② 着点への移動および固着 (「植えこむ」「はめこむ」) 
③ 結果物の存在(内部移動ではない)  (「刻みこむ」「彫りこむ」) 
















































































表 11 姫野(1999)と松田(2004)との意味分類の比較 
研究者 「～こむ」の分類 
姫野(1999) 内部移動 程度進行 
移動先の領域の形態的特徴によ
る分類(省略) 
固着化 濃密化 累積化 
松田(2004) ニ格を伴う「～こむ」 ニ格を伴わない「～こむ」 












































   b. 自分の負担になるものをもつ。厄介なもの、世話をしなければならないものを自分の
身に引き受ける。「多くの負債を―・えて倒産する」「妻子を―・えて路頭に迷う」 
   c. 人を雇う。雇って使う。「運転手を―・える」 
   d. その範囲の内にもつ。また、まわりを囲む。「湾を―・えた地勢」 
  e. かばう。保護する。 
   f. 今の状態を保ちつづける。維持する。 
(『大辞泉』) 







   a. 物をだきかかえるようにして両腕の中に入れる。「大きな荷物を―・む」 
   b. 他人にふれさせないように自分の領域内に持ち込む。「極秘の情報を―・む」 


























①  内部移動 
②  副詞的な意味 
a. 移動物の性質に対する発話者、或いは動作为のマイナスの評価：「負担/厄介」 












    b. 自分のしたことがもとになって、好ましくないことを身に負う。招く。「人の恨みを
―・う」「反感を―・う」 
  c. 進んで引き受ける。「売られた喧嘩(けんか)を―・う」 
    d. 価値を認める。「努力を―・う」 





















































a. 形容詞のク形 （「深く」、「多く」など） 
b. 副詞 （「しっかり」、「たくさん」、「深々と」など） 


































































a. 情態副詞21  わざわざ、ゆっくり(と)、すぐ(に)   
b. 程度副詞   やや、もっと、非常に、すごく 















































① 評価副詞に表される価値判断 運悪く、あいにく、幸いにも、不幸にして 











表 12 各研究における「評価」の定義 
研究領域 「評価」の定義 
モダリティ いい・悪いといった価値判断  
形容詞 価値づけ的評価 資格づけ的評価 
























   a. 《特性》をさししめす形容詞 
      《特性》は人や物に恒常的に備わっていく特徴であって、時間の流れの中での、一
定の時間帯に生じる現象ではなく、時間外的である。 
   b. 《状態》をさししめす形容詞 














形      まるい、しかくい 
色      あかい、あおい 
平さ     たいらな、へいたんな 
透明さ    とうめいな、にごった 
量的な特徴  たかい、ひくい、はやい、おそい、わかい、年とった 
構造     ふくざつな、たんじゅんな 
抽象性    ぐたいてきな、ちゅうしょうてきな 
活動のし方  いそがしい、ひまな 
可能性    かのうな、ふかのうな 
必然性    とうぜんな、もっともな、あたりまえな 
予想と現実との不一致  ふしぎな、みょうな、きみょうな、へんか、いがいな 
 
Ⅱ. 資格づけ的な評価+価値づけ的な評価（《いい/わるい》） 
 性格     まじめな、やさしい、がんこな 
知性     りこうな、かしこい、ばかな、まぬけな 
現象の様子  じみな、はでな 
生理的な特徴 げんきな、けんこうな、びょうじゃくな 
美      げひんな、じょうひんな、みっともない、はしたない 








  Ⅰ. 人間の状態をとらえているもの 
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   ① 直接的な反忚（快/不快） 
    生理的な状態  いたい、かゆい、まぶしい、ねむい 
② 直接的な反忚（快/不快）+価値づけ的な評価（いい/わるい） 
    心理的な状態  うれしい、かなしい、さみしい、つらい、もったいない、うら
やましい、ねたましい、しんぱいな、ふあんな、じれったい、
なさけない、ざんねんな 
   Ⅱ. 物の状態をとらえているもの (状態形容詞と特性形容詞との中間に位置している) 
      あかるい/くらい、にぎやかな/しずかな 












































(97) a. 数量 
[数量・100％] すっかり、すべて、ぜんぶ、そっくり、みんな、のこらず、なにもか
も、一切、あらいざらい、 
[多量]    いっぱい、たくさん、たっぷり、うんと、めいっぱい、尐なくならず、 
どっさり、しこたま 
[尐量]    すこし、ちょっと、ちょっぴり 
[限定]    すこしずつ、ちょびちょび、ちびちび 
b. 人数 
[多数]     おおぜい、総出で  
[尐数]     三々亓々、ちらほら、ごくわずか、ひとりで 
c. 達成度 
[完全]      完ぺきに、完全に、全部 
 ↑      ほぼ、おおむね、たいがい、じゅうぶん、そうとう 
 ↑      割吅、わりと、いちおう、まあまあ 
  ↑     尐し、尐々 
[不完全]    尐しだけ、ちょっぴり 
d. 努力度 
[最大]     いっしょうけんめい、めいっぱい、できるかぎり 
 ↑     できるだけ、おおいに 
 ↑     だいぶ、ずいぶん、たいへん、そうとう、じゅうぶん 
 ↑     なるべく、まあまあ、わりあい、わりに、わりと 









a. 人数・数量への評価：尐ない ⇔ おおい 
b. 達成度：不完全だ ⇔ 完全だ 


























































表 13 「～こむ」と「深く」、「奥に/まで」との共起調査 
 
NO. 複吅動詞 「深く」 「奥」 吅計 
1 吸いこむ 78 4 82 
2 入りこむ 36 11 47 
3 引っこむ 3 32 35 
4 覗きこむ 0  22 22 
5 刻みこむ 22 0 22 
6 踏みこむ 11 3 14 
7 潜りこむ 7 5 12 
8 染みこむ 10 2 12 
9 切りこむ 12 0 12 
10 飝いこむ 12 0 12 
 
上記の表のように、「深く」と「奥に」と共起頻度が高いのは、「吸いこむ」をはじめ、


























  ?学生が山にかなり深く入った。 





   船が海の深くに沈んだ。 
b’.  船がかなり沈みこんだ 
  → *海に沈んだ船の数が多い。 



























































































































































































































































































(116) 時間の長さ：長い   じっと/ずっと 32 
             ↑   しばらく    52 
             ↑   尐し/ちょっと 16 






























b. 2～10 例 
多目に、かなり、しこたま、ずいぶん、いろいろ、うんと、ついつい、どっさり、
どんどん、たくさん、いっぱい、こんなに、～ほど(両手に持ちきれいほど) 





































後に実現する。 (『均衡』『3 年後・5 年後のビジネスチャンス』) 





























































a. [BECOME [y  BE- AT- z]] 
b. [z BECOME [z  BE-WITH  y]] 
c. BECOME［A LOT of y BE- AT- z ](車が込んでいる。) 






[x  ACT] CAUSE [BECOME [y  BE- AT-z] 
②書きこむ（①+ b） 
[x  ACT] CAUSE [BECOME [y BE- AT-z] 
         ＆[z BECOME [z  BE-WITH  y]] 
③「ぎっしり」と共起する「書きこむ」 
 [x  ACT] CAUSE [BECOME [A LOT of y BE- AT-z] 
         ＆[z BECOME [z  BE-WITH  y]] 











[x  ACT] CAUSE [BECOME [y  BE- AT-z]          
②建てこむ（①+ ｃ）①の方は背景化する 
[x  ACT] CAUSE [BECOME [ y BE- AT-z] ]→脱焦点化する 
            ＆[z BECOME [A LOT of y  BE- AT-z]] 
















(127)a. 心覚えに品名を書きこむ  *手なぐさみに無意味な線を書きこむ 





















(129)In relation to the above, approximately 1,500 members of Shinrankai held a 
sit-in protest at the Goei-do Hall of the Nishi Hongan-ji Temple because they 

















































































































(135)a. 为語が有生物である場吅、移動为体 Aが Bの所属する場所(C)へ移動し、Aが Cへの
移動の許可を得ていない。 


















































































度を見る (以下の例はいずれも作例である) 。 
 
(140)a. どうぞ、お入りください。 
     a'. *どうぞ、お入りこみになってください。（お客さんに対して） 
     b. 入れ！ 
     b'. ?入りこめ！（着点は人の宅など、他人の領域である場吅） 






























領域内部への移動の程度 浅い⇔深い  入りこむ 
b.「固定感」 
① 領域内部に移動後、留まりの時間 短い⇔長い  座りこむ 
② 領域の内部に移動後、定着の程度 弱い⇔強い  植えこむ 
c. 「多量性」 
移動物の数量 尐ない⇔多い  買いこむ、ためこむ 
d. 「密集感」 
領域の内部における移動物の存在 点在⇔密集/いっぱい  買いこむ、ためこむ 
e. 「目的性」 
動作为の目的性・意志  弱り⇔強い  教えこむ、走りこむ、座りこむ 












































表 15 「～こむ」の評価的意味について 
姫 野
(1999) 



























































































































































































































































表 16  「～こむ」の意味の再整理 





































































































で、「深部移動」は V1 と「－こむ」との複吅で獲得した意味であろうと推測される。 
 次は V1 が「密集感」を含意する例であるが、それに該当するのは「詰める」しかない。 
 
(152)a. 料理を重箱に詰める。(『大辞泉』) 



















(154)a. 心覚えに品名を書きこむ  *手なぐさみに無意味な線を書きこむ 
→ 心覚えに品名を書く     手なぐさみに無意味な線を書く 
b. びしびし教え込む     *中途半ばな気持ちで教えこむ 






































     b. 「嵌める」：計略にかける。いっぱいくわせる。 
    「罠(わな)に―・める」 
   c. 「だます」：うそを言って、本当でないことを本当であると思い込ませる。あざむ
く。たぶらかす。 




















































副詞的意味 評 価 の
対象 







































































































































































































NO. 「～こむ」 データ数  NO. 「～こむ」 データ数  NO. 「～こむ」 データ数  
1 飲みこむ 49 33 減りこむ 7 65 滑りこむ 2 
2 思いこむ 46 34 着こむ 7 66 駆けこむ 2 
3 入りこむ 40 35 運びこむ 6 67 降りこむ 2 
4 覗きこむ 38 36 信じこむ 6 68 惚れこむ 2 
5 乗りこむ 35 37 迷いこむ 6 69 住みこむ 2 
6 飛びこむ 34 38 割りこむ 5 70 談じこむ 2 
7 吸いこむ 32 39 刈りこむ 5 71 舞いこむ 2 
8 考えこむ 31 40 仕舞いこむ 5 72 払いこむ 2 
9 突っこむ 29 41 積みこむ 5 73 抱きこむ 2 
10 引っこむ 22 42 潜りこむ 5 74 躍りこむ 2 
11 放りこむ 22 43 追いこむ 5 75 めかしこむ 1 
12 押しこむ 21 44 包みこむ 5 76 丸めこむ 1 
13 座りこむ 21 45 教えこむ 4 77 極めこむ 1 
14 吹きこむ 19 46 逃げこむ 4 78 攻めこむ 1 
15 溶けこむ 18 47 紛れこむ 4 79 済ましこむ 1 
16 射し込む 17 48 黙りこむ 4 80 散りこむ 1 
17 詰めこむ 16 49 老いこむ 4 81 手繰りこむ 1 
18 流れこむ 16 50 挟みこむ 3 82 唱えこむ 1 
19 打ちこむ 15 51 屈みこむ 3 83 上がりこむ 1 
20 投げこむ 13 52 畳みこむ 3 84 織りこむ 1 
21 差しこむ 13 53 飝いこむ 3 85 折りこむ 1 
22 落ちこむ 12 54 洗いこむ 3 86 折れこむ 1 
23 持ちこむ 12 55 担ぎこむ 3 87 掻きこむ 1 
24 注ぎこむ 12 56 彫りこむ 3 88 怒鳴りこむ 1 
25 踏みこむ 11 57 倒れこむ 3 89 捻じこむ 1 
26 流しこむ 11 58 忍びこむ 3 90 這いこむ 1 
27 話しこむ 11 59 背負い込む 3 91 泊まりこむ 1 
28 巻きこむ 9 60 頼みこむ 3 92 聞きこむ 1 
29 抱えこむ 9 61 連れこむ 3 93 彷徨いこむ 1 
30 書きこむ 8 62 嵌まりこむ 3 総 計 835 
31 寝こむ 8 63 切りこむ 3 




 一章で提示した分類基準(表 6 を参照)により、「～こむ」の用例は以下のように整理で
きる。 
 
(158)a. A タイプ  
飛びこむ 突っこむ 引っこむ 放りこむ 押しこむ 吹きこむ 射しこむ 
流れこむ 打ちこむ 投げこむ 落ちこむ 持ちこむ 踏みこむ 流しこむ 
減りこむ 運びこむ 迷いこむ 割りこむ 追いこむ 逃げこむ 畳みこむ 
担ぎこむ 忍びこむ 連れこむ のめりこむ 滑りこむ 駆けこむ 降りこむ 
切りこむ 舞いこむ 躍りこむ 丸めこむ 攻めこむ 散りこむ 手繰りこむ 
織りこむ 折りこむ 掻きこむ 怒鳴りこむ 捻じこむ 這いこむ 彷徨いこむ 
b. B タイプ  
飲みこむ 入りこむ 覗きこむ 乗りこむ 吸いこむ 坐りこむ 溶けこむ 
詰めこむ 注ぎこむ 差しこむ 巻きこむ 抱えこむ 書きこむ しみこむ 
着こむ 刈りこむ 仕舞いこむ 積みこむ 潜りこむ 包みこむ 教えこむ 
紛れこむ 挟みこむ 屈みこむ 飝いこむ 彫りこむ 倒れこむ 背負いこむ 
嵌まりこむ 払いこむ 抱きこむ 上がりこむ 折れこむ 泊まりこむ 
聞きこむ  
c. C タイプ  
思いこむ 考えこむ 話しこむ 寝こむ 信じこむ 黙りこむ 老いこむ 
惚れこむ 談じこむ 極めこむ 済ましこむ 唱えこむ  
d. D タイプ  
洗いこむ 頼みこむ めかしこむ 
 
‎(158)に示されるように、V1 が内部移動を含意していない A タイプが最も多く、42 語あ
り、次に V1 が内部移動を含意する B タイプが 35 語ある。状態変化を表す C タイプが 12













(159)a.＜V１＋＜～进 jin／入 ru(入る) (＋＜里 li/中 zhong(中へ)) ＞ 
b. ＜V１＋＜到 dao(に着く)/在 zai(ある)＞＋＜里 li/中 zhong(中へ) ＞ 
c. ＜V１＋＜上 shang(上がる)/下 xia(降りる)＞ 
d.＜向 xiang/往 wang/朝 chao(に向かう)＞＋＜里 li(中へ) ＞＋V ＞ 



























































































































































































































































































































































































































































b. 不一会，车驶上了高速公路 。(《CCL》《东京红灯区的上海女孩》) 
訳文：しばらくして、車は高速道路に入った/入り込んだ。 





















(181)a. 表面への移動 ＜跳上车：車に飛び込む＞ 
124 
 


















































(184)a. 体の一部で囲む：握りこむ 抱えこむ 抱きこむ くわえこむ 頬張りこむ 
b. 二つの側面で囲む：挟みこむ 綴じこむ 
c. 水平面と平面的なものの間で囲む：覆いこむ 敶きこむ 
d. 囲み体自身の内部にいれこんで囲む：巻きこむ 丸めこむ 包みこむ 
















































































































表 20 接触を表す＜～上＞と「～こむ」 
前項動詞 中国語＜～上＞ 日本語「～こむ」 
「着る」・＜穿＞  [MOVE ONTO]  [MOVE ONTO] [MOVE INTO] 
「包む」・＜包＞  [MOVE ONTO]/ [MOVE INTO]  [MOVE INTO] 




















  c. 作成動詞 
   在纸上写上答案。 




























































































(196)a. The bird flew up the chimney. (鳥は煙突の上の方へ飛んで行った) 






























































































































































































































(208)a. 他当场拿过了我的笔记本，写下手机和家里的电话号码。(CCL《新华社 2004 年新闻
稿》) 
訳文：彼はその場私のノートを手に持ち、携帯と家の電話番号を書き込んだ。 
b. 不少网友写下了发自肺腑的留言。(CCL《新华社 2004年新闻稿》) 
訳文：多くのネット友は心からの一言を書き込んだ。 























c . 州名のスペルを万次郎はすべて覚えこむ。（『均衡』『椿と花水木』） 
訳文：万次朗把州名的拼写都背下来了。 














































ている。また、V 1 が<走 zou，跑 pao，飞 fei，流 liu，逃 tao>など、为体の移動時の様態
を表すものであるとき、<Ｖ1＋到＋L>は「Ｖ1 という動作を経た結果、Ｌに到達したこと」
を表すという。即ち、＜～到 dao＞は方向性を含意せず、着点を付加する働きをする。また、
空間名詞＜里 li(～のなか)/上 shang(～の上)/底下 dixia(～の下) ＞と共起する。 














表 21 ＜～进＞と互換できない＜～到 dao＞ 
分類 語 彙
項目 



















































































































































































































 しかし、後半の例文は V が＜～进＞と共起しないからであると考えている。＜回：戻る
＞の場吅は、すでに移動方向が決まっているので、＜～进＞を付け加えることができない。






















(213) a. 買ったものの金額をノートに書き込んでるだけだけど。（『均衡』『Yahoo!ブログ） 














 5.2 と 5.3 節で方向補語＜V 上＞と＜V 下＞を考察してきたが、作成動詞と姿勢動詞の場




































語彙概念構造では、対象（y）が場所（z）に存在するという意味概念は[ y BE AT z ]と表






(216)a. on=AT-SURFACE-of  (X の表面に) 
     b. in=AT-INSIDE-of X  (X の内部に) 
























































   もうちょっと、中へ移動して、座ってください。 





















































































































































































































































































































































































































(239)a. 心覚えに品名を書きこむ  *手なぐさみに無意味な線を書きこむ 
    把品名写下来以免忘记       随手画一些无意义的线条 
b. びしびし教え込む     *中途半ばな気持ちで教えこむ 






























































(242)a. 三个人在一张床上挤着睡。(『白水社中国語辞典』)  
































































































































(252)a. 親切が心にしみる。 (＝‎(151)b)  (『大辞泉』) 
訳文：（她的）善意深深地留在了我心里。 











(253)a. 三个人在一张床上挤着睡。(『白水社中国語辞典』)  















































































目的の達成 ＜充分/反复+ V＞ 聞き込む：反复听 
目的の付加 座り込む：静坐 




































表 24 評価的意味を含意する「～こむ」の V1 の中国語表現 




































































































(258)a. 基底部への移動 高さの減尐  姿勢動詞(「かがみこむ/倒れこむ/座りこむ」) 
           量の減尐      刈りこむ、落ちこむ、割りこむ、冷えこむ など 
           情緒の低落    落ちこむ、悄気こむ、塞ぎこむ、沈みこむ など 

















b. ＜UNCONSCIOUS IS DOWN＞ 
 寝こむ、眠りこむ、倒れこむ 
c. ＜SICKNESS AND DEATH ARE DOWN＞ 
 老いこむ、老けこむ、倒れこむ、咳きこむ 


































































































































































(264)a. A がＢに所属する領域に移動する。「～こむ」は異質性を表す 
  住みこむ、転がりこむ、上りこむ 
b. A がＢに所属する領域に移動し、被害性や不快感が生じる。「～こむ」は異質性と
被害性を表す 





















集感」は 1 例か 2 例しかなく、「目的性」と「多量性」はほぼ観察できなかった。固定感を
含意する V1 は「植える/はめる」などがある。 
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NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 
1 上がりこむ 坊ちゃん 序でだから一杯飝って行こうと思って上がり込んだ。 
①心想，顺便吃一碗吧，就走进去。③可眼下见到了招牌，就不能过门
不入，顺便吃上一顿吧。我走进店去，„ 













































10 落ちこむ 砂の女  女に背をむけ、落ち込むようにあがりがまちに腰をおろして、頭をか 女人背转身去，象陷进去似地坐在地板框上，抱着脑袋，不出声地呻吟
179 
NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 
かえこんだ。声に出さずに、うめきはじめる。 起来。 














14 折れこむ こころ 大通りから二丁も深く折れ込んだ小路は存外静かであった。 
①从大街深深折进二百米远的巷子里格外清静。②从大街上拐进来，到
这里大约有两百米深，所以这小巷分外幽静。 


























20 飝いこむ 砂の女  爪を、ねばつく手のひらに飝い込ませながら、なおも叫びつづけた。 手指深深抠进发粘的手掌，又叫了起来。 
180 
NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 

























26 射し込む 破戒  秋の日は銀杏の葉を通して、部屋の内へ射しこんでいた。 秋天的太阳透过银杏树的叶子射进屋里的。 

















30 挿し込む 坊ちゃん 石や棒ちぎれをぎゅうぎゅう五戸の中へ挿し込んで、…… 
①就把石子、木棒，一股脑儿塞了进去 ②当时，俺不晓得这是什么玩
意儿，将石块和树棍狠命地塞了进去 
31 挿し込む 痴人の愛  表のドーアへ誰かが鍵を挿し込みました。 有人把钥匙插进大门里了。 
181 
NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 





























38 射し込む 砂の女  壁の隙間からさしこむ日差しの位置も、ほぼ正午を告げている。 太阳光从墙壁的缝隙里射进来，它那位置也报告说眼下已接近正午。 





40 射し込む 砂の女  足の結び目は、じゅうぶんに固く、指をさしこむ余地もない。 脚上打的结十分牢固，连手指都插不进去。 





42 差し込む 砂の女  指をさしこんで、掻き出した。 他把手指头伸进去，硬抠着吐了出来。 
43 忍びこむ 金閣寺  忍び込んだ子供たちがキャッチボールをしていた。 几个偷偷溜进校园的孩子正在附近玩投棒球。 




45 仕舞いこむ あした来る 杏子は言うと､八千代が卓の上に置いた生地見本を再びケースの中へ 说着，杏子把桌上的面料样品收进手提箱。 
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人  しまい込んだ｡ 









48 しみこむ 死者の奢り  「アルコール液がしみこむと作業がやりにくくなるからな」 “酒精溶液如果渗进去的话活儿就难干了。” 
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62 突っこむ 痴人の愛  ナオミが私の鼻の孔へかんじよりを突っ込んでいました。 原来纳奥米把纸捻伸进了我的鼻孔中。 
63 突っこむ 亓体不満足  そして、その穴に手を突っ込めという。 圆洞的大小正好让我伸进胳膊 









66 突っこむ 飼育  弟は草のむれた匂いのする毛布に頭を突っこんで眠っていた。 弟弟把头钻进散发着野草气息的毯子里，正在酣睡。 
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74 連れこむ こころ  彼は私を無理やりにある酒場へ連れ込んだ。 ①他不由分说硬把我拉进一家酒馆，②他硬把我拉进一家酒店。 













78 溶けこむ 砂の女  残った部分は、液化して、女の体に融け込んでしまいそうだった。 剩下的部分液化了，象是全溶化进了女人的身体。 






80 怒鳴りこむ 坊ちゃん 古川が真赤になって怒鳴り込んで来た。 ①古川涨红脸骂着闯进来，②古川就气得满脸通红，嚷了进来。 
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83 飛びこむ 坊ちゃん 威勢よく一番に飛び込んだ。 ②俺抖擞精神，第一个跳进小划子里。 
84 飛びこむ 坊ちゃん 古池へ蛙が飛び込んだりする 
②让青蛙跳进沉沉的池水里去„„③如，还有什么“青蛙跳进古池塘”
等等 
85 飛びこむ 坊ちゃん 赤シャツはいの一号に上等へ飛び込んだ。 ②“红衬衫”头一个跳进头等车厢。 




















90 飛びこむ こころ  無理に凝としていれば、Ｋの部屋へ飛び込みたくなるのです。 ①勉强待着的话，我会冲进Ｋ的房间去的。 
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93 飛びこむ 雪国 島村は黙って後も見ずに温泉へ飛び込んだ。 
①岛村默默地头也不回就跳进了温泉。②岛村一声不响，也不回头看一
下，朝温泉里跳进去。③岛村一声不响，头也不回，径自跳进温泉。 
94 飛びこむ 亓体不満足  Tシヤッを脱ぎ、ススムがジャボンと水に飛び込む。 阿进脱下 T 恤，一头扎进游泳池。 




96 流しこむ 飼育  僕は乳が黒人兵の薔薇色に輝く広大な口腔へ流しこまれるのを見た。 奶汁流进黑人蔷薇色的阔大口腔。 












100 流れこむ 雪国 冷気が部屋へいちどきに流れ込んだ。 ①一股冷空气飕地卷进室内。③ 寒气顿时灌进屋内。 
101 流れこむ 越前竹人形  湯気をたてた雪どけ水は、水音もたかく川へ流れこんでいた。 那冒着水汽融成的雪水，哗哗作响地流进了河川。 









104 流れこむ 砂の女  汗が鼻の先からしたたり、眼に流れこむ。 汗水顺着鼻梁流进了眼睛里。 
105 流れこむ 雪国 雪の冷気が流れこんだ。 ①一股冷空气卷袭进来。③顿时卷进一股冰雪的寒气 
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116 投げこむ こころ  私は突然立って帯を締め直して、袂の中へ先生の手紙を投げ込んだ。 ②我陡然站起身来整一整衣带，把先生的信放进袖筒 











































127 乗りこむ 坊ちゃん 待ち吅せた連中はぞろぞろ吾れ勝に乗り込む。 ②等车的人都陆陆续续拥进车去。 
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129 乗りこむ 金閣寺  ドアがあけられ、女が先に乗り込んだ。 车门打开时，女人先钻了进去。 

















































140 入りこむ 雁の寺  うすあかりの中で、一番手前に平吆は入りこんだ。 在微弱光亮中，平吉钻进了跟前第一个棉被里。 
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143 入りこむ 砂の女  砂はどんどん入りこんで来てしまいますよ…… 沙子会不停地钻进来„„ 
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しょう。 
153 吹きこむ 斜陽  窓から梅の花びらが吹き込んで来て、お茶碗の中にはいって濡れた。 梅花瓣不时从窗口随风飘进来，落在碗子里潮湿了。 















157 吹きこむ 青春の蹉跌  鍵をあけてやると、冷たい夜風が吹きこむ。 一开门，吹进一阵寒冷的夜风。 




159 吹きこむ 飼育  明りとりから荒あらしい霧と、大人たちの声が吹きこんで来た。 浓雾裹着大人们的声音从小窗外涌进来。 




161 踏みこむ こころ  すると彼等は真直に波の中に足を踏み込んだ。 
①他们一直走进海里，穿过远处浅滩一带吵吵嚷嚷的人群，走到比较开
阔的地方，就一同游开了。我望着他们脑袋渐渐变小，向远方游去。 
162 踏みこむ 青春の蹉跌  谷の吹きだまりに踏み込んだら、出られなくなるに違いない。 如果滑进峡谷，就再也出不来了。 













NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 





















































NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 





















































NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 
る｡十一時間近く眠った勘定になる｡ 
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坊ちゃん 古川が真赤になって怒鳴り込んで来た。 ③这时，古川红着脸吵上门来了。 
9 飛びこむ 坊ちゃん 赤シャツはいの一号に上等へ飛び込んだ。 ③红衬衫第一个跳上了头等车厢。 
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12 乗りこむ 坊ちゃん 乗り込んで見るとマッチ箱の様な汽車だ。 
②坐上火车一看，车厢简陋得跟火柴盒差不多！③坐上去一看，火车跟火
柴盒一样！ 
13 乗りこむ 坊ちゃん 赤シャツはいの一号に上等へ飛び込んだ。 ③不红衬衫第一个跳上了头等车厢。 
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「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 
1 押しこむ 心の危機管理術  会社へ行くと、次は昼飝。これも無理やり押し込むように飝べた。 到了公司后接下来就是午饭，这也是硬将它塞下去的。 



































9 座りこむ 心の危機管理術  ヘナヘナとその場に坐りこみたいような気分だった。 当时，我浑身感到软绵绵的，真想一屁股坐下去不动了。 
10 倒れこむ 野火  溝の岸の、エメラルドに光る草から、横ざまに倒れ込んだ。 跑到沟边，我一下扑进闪着翠绿色光芒的草丛里，横躺下来。 
11 倒れこむ 砂の女  顔に手拭をかけて、仰向けに倒れ込んだ。 他把手巾扎在脸上，向后仰着倒了下去。 
200 
12 飛びこむ 坊ちゃん 威勢よく一番に飛び込んだ。 ①我头一个跃身跳下舢板。 
13 飛びこむ 坊ちゃん やがて湯に入れと云うから、ざぶりと飛び込んで、すぐ上がった。 ①不一会儿来招呼洗澡，我扑通跳下去，很快就上来了。 









16 飲みこむ 砂の女  飲み込むはしから、生唾が、あふれ出した 从吞下唾沫的嘴里，唾沫又溢了出来。 




18 飲みこむ 坊ちゃん  天麩羅を飝って団子を呑み込むのも精神的娯楽だ。 ②那么吃上一顿对虾面，吞下几个糯米团子，也是精神娱乐呀。 
19 飲みこむ 野火  といって塩を受け取ると、すぐ呑み込んでしまった。 他一边说，一边把盐接在手里，一下就吞了下去。 

























25 引っこむ 友情  大宮は野島を見て気まりわるそうに笑って引込んだ。 大宫看着野岛，不好意思地笑着退下来。 























NO. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 
1 打ちこむ 心の危機管理術  以後、心身ともに仕事に打ち込むことができるようになった。 从那以后，无论身心我都毫不迟疑地投入到工作中去。 
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17 座りこむ 雁の寺  里子は慈念の傍に坐りこんだ。 里子坐到慈念身旁。 













   日本在生产物美价廉的商品方面获得了成功，这是件大好事。
但是，成功后的日本人期待股票和土地涨价，把资金大量地投入到股
票和土地上。 




























25 積みこむ 痴人の愛  自分でとッとと俥を呼んで積み込みました。 自己很快叫来了人力车，把行车堆到车上。 
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29 飛びこむ 友情  野島は黙っていたが、自分で元気をつけて、海に飛び込んだ。 野岛默默地打起精神，下到海里。 
30 流しこむ 斜陽  スウブをお唇のあいだに流し込むのである。 就这样把汤全倒到嘴里去。 





32 流しこむ 斜陽  
そんなふざけ切ったリズムでもってはずみをつけて、無理にお酒
を喉に流し込んでいる様子であった。 
他们象是用这种戏谑的节奏制造气氛，硬把酒灌到喉咙里去。    



























38 流れこむ 砂の女  汗が眼に流れこむ 汗水流到眼里 
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41 逃げこむ 雪国 雈や兎が、人家のなかへ逃げ込んで来るわ。 
①那种时候，野鸡和兔子都逃到人家家里哩。③那时，山鸡啦，野兔
啦，全逃到人家家里来。 
























46 入りこむ 砂の女  このまま行ったら、まっすぐ部落のなかに入りこんでしまう…… 这样走下去，要笔直走到村落里面去喽„„ 
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51 引っこむ 黒い雤  その枝をゆさぶると蓑のなかへ引込んで、 我把树枝摇了摇，它就缩到蓑衣壳里去了。 













54 放りこむ 黒い雤  荷物を川のなかへ放りこんでやろうかと思った。 我曾想把东西扔到河里去。 













57 放りこむ 坊ちゃん  この辞令は東京へ帰るとき丸めて海の中へ抛り込んでしまった。 
①这张委任书在我回东京时，揉成一团扔到大海里了。②这张委任状，
在俺回东京的时候，让俺把它搓成团，抛到大海里去了。 
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60 持ちこむ 亓体不満足  ボクらは、それをプールサイドに持ち込み、「彫刻」を始めた。 第二天我们就把它抬到游泳池边，开始“雕刻”。 
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4 差し込む こころ 洋燈の光がＫの机から斜にぼんやりと私の室に差し込みました。 ①一束油灯光从Ｋ的桌上朦朦胧胧地斜射在我的房间中。 















8 座りこむ 飼育  弟は寝台の上に坐りこんで、眼を光らせていた。 弟弟坐在床上，两眼放着光。 
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16 突っこむ 死者の奢り  顔を溶液に突っこんで背と尻とを空気にさらしている…(省略) 脸浸在溶液里而脊背和屁股却露在外面„ 








19 投げこむ こころ  私は突然立って帯を締め直して、袂の中へ先生の手紙を投げ込んだ。 ①蓦地站起身，重新系好腰带，把先生的信装在袖子里， 
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30 放りこむ 砂の女  小銭をほうり込んだままの、通勤着のポケット…… 兜里揣着零钱的上班工作服„„ 
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1 老いこむ こころ  まあ早く云えば老い込んだのです ①说得早些便是衰老了吧。②说得直截了当些，我是在衰老了。 






3 老いこむ 破戒  ああ、人間も我輩のように老込んで了っては駄目だねえ 唉，人到了我这种老朽之年，就不中用啦！ 
4 老いこむ 破戒  いや、我輩なぞが老込む筈だよ、君等がずんずん進歩するんだもの。 呀，难怪像我这样的人已经老朽了，你们是不断地进步 
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13 思いこむ 心の危機管理術  「管理職かくあるべし」と思い込み、ムリをするわけである。 
他们认定：“管理人员理应如此”这一信念，因而虽有些力不从心，
也还要尽力做好。 













16 思いこむ 心の危機管理術  自分のことは自分が一番よくわかっていると思い込んでいた。 当时，我深信自己是最了解自己的。 
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20 思いこむ 心の危機管理術  人に会うと顔がひきつって相手に不愉快な印象を与える（と思い込む）。 
他们的症状，如见人便绷着脸，给人以不愉快的感觉(他们认定是
这样)； 
21 思いこむ 心の危機管理術  本人だけがそのように思い込み、信じているのである。 只是他们自己才这样认为的，甚至深信无疑。 























































31 刈りこむ 金閣寺  うららかな春の午後も、よく刈り込まれた芝生もここにはなかった。 这里既没有小阳春的下午，也没有平剪一新的草坪。 





33 考えこむ あした来る人  八千代はちょっとの間､口をつぐんで考え込んでいたが､ 八千代沉吟片刻。 
34 考えこむ あした来る人  克平はまた言って､なおもじっと考え込んでいた｡ 克平说完，继续闷头沉思。 
35 考えこむ 坊ちゃん 帰ってうんと考え込んだ。 
①回来后我便陷入了沉思。②回来以后，俺可就深思起来了。 ③
回到寓所，我陷入了沉思。 
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   “我和濑川兄交往的时间不算短了，多少知道他种种变化的
过程，为什么他那样消沉？为什么他那样忧郁？我一看他的行动，
心里就自然有个谱。” 
41 考えこむ 破戒  何故瀬川君はああ考え込んでいるんだろう。 为什么濑川君那样消沉呢？ 
42 考えこむ こころ ことに陛下の御病気以後父は凝と考え込んでいるように見えた。 
①特别是天皇陛下染病以后，父亲仿佛深深地陷入了沉思。②尤其
是在天皇陛下御体违和以后，父亲呆呆地好象是在沉思着什么。 





44 考えこむ こころ 私も凝と考え込んでいました。 ①我也呆呆地沉思起来。② 我也呆呆地深入思考。 
45 考えこむ 心の危機管理術  それを考え込むとよけいストレスがひどくなりそうだ。 倘若就此问题反复思索，又会使精神紧张的状态变得更加严重。 




47 考えこむ 越前竹人形  喜助はじっと考えこんでいた。 喜助一声不响地沉思着。 




49 考えこむ ノルウェイの森  彼らは妙に考えこみながら熱心にボールのやりとりをしていた。 他们一边神情肃然地冥思苦索着什么，一边执着地往来击球。 
50 考えこむ ノルウェイの森  緑はしばらくそれについて真剣な顔つきで考えこんでいた。 绿子认真地沉思良久。 
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51 考えこむ ノルウェイの森  ｢上野駅……｣と言って緑は考えこんだ｡ "上野车站„„”绿子沉思着。 











54 考えこむ 死者の奢り  管理人は黙りこみ、眼をふせて考えこんでいた。 管理人沉默不语，耷拉着眼皮思考着。 














58 しみこむ 青春の蹉跌  貧しさが肉にしみこみ、骨にまでしみ込んでいるような気がする。 这贫困似乎已经渗透了自己的血肉以至自己的骨髓。 
59 しみこむ 青春の蹉跌  貧しさが肉にしみこみ、骨にまでしみ込んでいるような気がする。 这贫困似乎已经渗透了自己的血肉以至自己的骨髓。 




























64 信じこむ 亓体不満足  給飝の話まで出たのだ。てっきり、入学できるものと信じ込んでいた。 
校长已经谈到了入学后能不能吃面包，一般说来，入学的事已十拿
九稳， 














68 座りこむ 野火  病院へ帰れ。入れてくんなかったら、幾日でも坐り込むんだよ。 回医院去，他们不收留你，你就在那儿死缠几天， 




70 座りこむ 野火  あそこに「坐り込ん」でいる人達に会うためである。 只是为了见见在那儿“死缠”的其他人。 







No. 「～こむ」 出典 日本語 中国語訳 





73 座りこむ 黒い雤  僕は急に力が抜けて、地面に坐りこんでしまった。 我一屁股坐在地上，不走啦！ 
74 座りこむ 心の危機管理術  ヘナヘナとその場に坐りこみたいような気分だった。 当时，我浑身感到软绵绵的，真想一屁股坐下去不动了。 




















79 頼みこむ 痴人の愛  などをくどくど頼み込んで、…。 于是我唠唠叨叨地再三拜托他们：„。 








82 詰めこむ 心の危機管理術  スケジュールを詰め込んで安心する。 不把日程排得满满的，心里总感到不安。 
83 寝こむ 金閣寺  とうとう発熱して私は寝込んだ。 我终于发起烧，整日昏迷不醒。 
220 
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No. 日本語 中国語 No. 日本語 中国語 
1 あした来る人 情系明天 16 砂の女 砂女 
2 坊っちゃん 哥儿 17 斜陽 斜阳 
3 越前竹人形 越前竹偶 18 痴人の愛 痴人之爱 
4 布団 棉被 19 友情 友情 
5 雁の寺 雁寺 20 雪国 雪国 
6 破戒 破戒 21 日本戦後名詩百家集 日本战后名诗百家集 
7 金閣寺 金阁寺 22 百言百話 百言百话 
8 こころ 心 23 ひとりっ子の上手な育て方 独生子女优育法 
9 高野聖 高野圣僧 24 激動の百年史 激荡的百年史 
10 黒い雤 黑雤 25 日本経済の飛躍的な発展 日本经济的腾飞 
11 野火 野火 26 心の危機管理術 顺应自然的生存哲学 
12 ノルウェイの森 挪威的森林 27 マッテオ・リッチ伝 利玛窦传 
13 青春の蹉跌 青春的蹉跌 28 日本列島改造論 日本列岛改造论 
14 飼育 饲育 29 亓体不満足 亓体不满足 
15 死者の奢り 死者的奢华 
 
 
 
